
新年あけまして

おめでとうございます

校長 橋本 悦明

令和最初の新しい年が明けました。皆様おそろいで新春をお迎えのことと存じます。旧年

中は、本校教育にご支援を賜りましてありがとうございました。心よりお礼を申し上げます。

今年も職員一同、立花っ子の力を高めるために一丸となり、充実した年にできるよう頑張っ

てまいります。

さて、今年は子年（ねどし）です。干支には守護本尊がついていて、子年の守護本尊は千

手観音菩薩だそうです。人々の苦悩を観音の大慈悲ですべて救い取り、願い事を叶えるため

に千本の手があると言われています。ただ、願い事を叶えられるのを待つだけでなく、自ら

手繰り寄せる努力をしていかなければなりません。

努力で自らの夢を叶えた現代のヒーローの一人、イチロー選手が昨年現役を引退しました。

イチロー選手が現役の頃から 24年間続けてきていた「イチロー杯争奪学童軟式野球大会」
の閉会式で話されたラストメッセージを紹介します。

『こんにちは、イチローです。（中略）みんなに伝えたいことは、先生たちから教えても

らえることで大切なこともいっぱいあります。みんなが謙虚な気持ちで先生を尊敬して、疑

問に思ったりする、すごく大切なことだと思うんだけども、なかなか厳しく教育をすること

が難しいみたいなんですって、先生たちは。だからみんなまだ小学生なんだけども、中学、

高校、大学と社会人になる前に経験する時間、そこで自分自身を自分で鍛えてほしい、とい

うふうに今、すごく大事なことだと思います。

厳しく教えることが難しい時代に、誰が教育をするのかというと最終的には自分で自分の

ことを教育しなければいけないんだ、という時代なのかなと思います。僕は野球選手になっ

て、学生の時はそういう風に思えなかった。厳しい先生がいたので…。今のみんなが生きて

る時代はそれがすごく大切になるということを覚えておいた方がいいかもしれないですね。

それはお父さん、お母さんも覚えておいてほしいことですね。（後略）』

これから先の日本がどうなっていくかは誰にもわかりませんが、今の状況を鑑みると、夢

を叶えた見本のようなイチロー選手が言っていることは重みがあります。

さあ、３学期が始まりました。まとめの学期として、じっくりと１年を振り返りながら学

習を行い、その学年として身につけなければならない学力の定着も図っていくつもりです。

保護者、地域の皆様、今年も立花小学校をよろしくお願いいたします。

1月の行事予定 【 「１．１７は忘れない」

阪神・淡路大震災から２５年 】

平成７年１月１７日早朝に起こった阪神・淡路大震

災害から２５年目を迎えます。阪神・淡路大震災の経験

と教訓を継承し、将来の地震災害等に備えることを目的

とし、１７日の５校時に地域防災訓練を行います。地域

防災訓練では、地域の方や幼稚園、保育所など、たくさ

んの方に参加していただいて、地震と津波を想定した避

難訓練を行います。この機会にご家庭でも日々の備えの

大切さ、緊急時の連絡方法や避難場所、持ち出す荷物な

どについて、話し合っていただけたらと思います。

【オープンスクール】

１月１７日（金）に今年度最後のオープンスクールを行い

ます。授業時間だけでなく、休み時間や給食時間、掃除の時

間など、子どもたちの日常の様子もご覧になってください。

来校の際は保護者証か一時入校証、上履き、下履き入れをご

用意ください。

また、各階廊下にて書き初めを展示しております。子ども

たちの力作をぜひご覧ください。

８ 水 始業式 大掃除

９ 木 身体計測（すみれ）

１０ 金
身体計測（1年） 給食開始

委員会活動（月曜日の５・６校時）

１３ 月 成人の日

１４ 火 身体計測（2年）

１５ 水
身体計測（３年）

書き初め展（２１日まで）

１６ 木 身体計測（４年）

１７ 金

オープンスクール（防災）

地域防災訓練（1３：３０～1４：０0）

５校時終了後下校

２０ 月

身体計測（６年）

給食週間（～２４日まで）

クラブ活動 定時退勤日

２１ 火

身体計測（５年）

児童ＴＶ集会（給食）

劇団四季公演（6年）

２２ 水
児童生徒文化発表会

（書道展～２６日、なかよし作品展～27日）

２４ 金 校内バスケットボール大会

２７ 月 スクールカウンセラー来校

２９ 金 児童生徒文化発表会図工美術展（～２日）

３１ 木 地区バスケットボール大会

学校だより
令和２年１月９日

尼崎市立立花小学校

〈 ２月の主な行事 〉

７日(金) 入学説明会

1４日(金) 参観・懇談（高学年）

2１日(金) 参観・懇談（すみれ・低・中学年）

2５日(火) ボランティア感謝の集い

【生徒指導だより】

お子様がお年玉をいくらもらっているか把握して

おられるでしょうか。小さいときからお金のつかい方

や金銭感覚を養うことは大切です。

しかし、子どもたちだけで買い食いをしたり、自由

にお金をつかったりすることは好ましくありません。

保護者の管理のもとで、お金のつかい方を身につけさ

せることが重要です。お金をつかう時、それが必要か

どうかを考え、時には我慢することも学ばせなければ

いけません。そして、「決められた金額の中で買い物

をする」「買ったもの、つかった金額、残った金額を

おうちの人に報告する」「小づかい帳をつける」こと

が、金銭感覚を育てることにつながります。

また、校区外に子どもだけで行くと、思わぬトラブ

ルに巻き込まれることがあります。子どもたちが、ど

こに行ってどんな遊びをしているか、もう一度ご家庭

で把握しておいてください。


